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 今年も、出雲崎の芸術・文化の祭典『生涯学習フェスティバル』を開催します！ 
 以下のとおり盛り沢山の内容で開催しますので、大勢の皆さんのお越しをお待ちしています。（各イベント

の詳細は、後日配布する案内チラシをご覧ください。） 
 また、展示作品を募集しておりますので、出品希望の方は１０月２２日(月)までに中央公民館にお申込みく

ださい。〈作品搬入期間〉１０月２４日(水)から２９日(月)まで 
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今月号の公民館だよりには、以下のチラシが折り込んであります。ぜひご覧ください。 
・『ガーデニング教室（第５回）参加者募集』  ・『パソコン教室(年賀状作成コース)参加者募集』 

・『トレーニング教室参加者募集』 

 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    中央公民館        町立図書館（海岸公民館）  

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

福島原発事故による放射能汚染は、なぜこれほど多くの被

害者を生んだのか。政府・官僚、東電・住民それぞれに迫り、

事故原因を検証したルポルタージュ。 

プロメテウスの罠 

     ･･･朝日新聞特別報道部 著 
 過去に執着する母達から逃れ、太一と結婚した奈津子。不

治の病にも関わらず、今を素直に生きる太一を目の当たりに

し、変化していく奈津子の心を描く。 

冥土めぐり   ※第 147 回芥川賞受賞作 

 ･･･鹿島田 真希 著 

全ての予備校の日本史講師を魅了してやまない「東大日本

史」。この東大日本史入試問題を題材として、日本史の出来

事や制度の、あまり知られていない「側面」を紹介する。 

模索する1930年代‐日米関係と陸軍中堅層 

･･･加藤 陽子 著 
 世界の過渡期であった 1930 年代。日本の歴史的特質の形

成に大きな影響を与えたアメリカと陸軍の二つを通して、

1930 年代の日本を論ずる。 

歴史が面白くなる東大のディープな日本史 

            ･･･相沢 理  著 

 9 月 12 日（水）、第８回目を迎えた「良寛さんの心 書道展」

審査会を開催しました。今回は出雲崎小・中学校の児童・生徒

295 名の力作が揃いました。特別賞受賞者は下記の方々です。 

○出雲崎町教育長賞 

平沢 海聖さん（小１） 
佐藤 李莉有さん（小２） 
下條 美咲さん（小３） 
北谷 三琴さん（小４） 
市川 穂 さん（小５） 
新井 翔太さん（中１） 

■特別賞受賞者■ 

○出雲崎町長賞 

髙橋 沙和さん（中３） 
○良寛記念館理事長賞 

矢川 小春さん（中２） 
○出雲崎町議会議長賞 

佐藤 滉太さん（小６） 

9 月 26 日（水）に「出雲崎総合大学【探訪ツアー 出雲崎宮

大工訪問３】」を開催しました。今回は、柏崎市（旧高柳町）の

広済寺など出雲崎の宮大工が建築した県内各地の建物計5ヶ所を

見学しました。 
また、現在下記の講座について受講者を募集しています。総合

大学生以外の方でも参加できますので、ご希望の方は実施日の 1
週間前までに中央公民館（℡78-2250）へお申込みください。 

○理科コース「植物講座～海岸地区の珍しい植物～」 

【日  時】10 月 23 日（火）13:30～ 

【見学場所】町内の海岸地区 
【講  師】植物文化アドバイザー 石澤 進 様 

○理科コース「新潟東部太陽光発電所見学」 

【日  時】11 月 6 日（火）11：30～16:30 
【見学場所】新潟東部太陽光発電所（阿賀野市） 
※11：20 までに、中央公民館前に集合 
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今
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学
力
テ
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」

の
結
果
が
８
月
に
文
科
省
か
ら
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れ
た
。
「
国
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日
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（
小
学
校
）「
グ
ラ
フ
や
表
に
含
ま
れ
る
情
報
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正

確
に
読
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取
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で
、
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た
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あ
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即
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、
国
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の
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大
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や
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話
す
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用
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課
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が
あ
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と
い
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結
果
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あ
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。
子
ど
も
達
に
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聞
を
読
む
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と
や
読
書
を
大
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に
奨
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ま
た
、
文
化
庁
が
日
本
人
の
国
語
に
関
す
る
理
解

や
意
識
の
現
状
に
つ
い
て
毎
年
調
査
し
て
い
る
「
国

語
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
全
国
の
16
歳
以
上
の
男
女

対
象
）
の
結
果
が
最
近
発
表
さ
れ
た
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に
よ
れ
ば
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日
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こ
れ
ら
は
正
解
と
誤
答
の
差
が
大
き
い
例
で
あ
る

が
、
自
分
で
も
誤
答
が
あ
り
、
何
気
な
く
普
段
使
っ

て
い
る
言
葉
に
も
確
か
な
理
解
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肝
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と
痛
感
。
誤

答
は
若
い
世
代
に
多
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と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
⑤

の
設
問
な
ど
は
各
年
代
ほ
ぼ
平
均
し
た
誤
答
率
で
あ

る
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そ
れ
は
、「
漢
字
を
正
確
に
書
く
力
が
衰
え
た
」
と

感
じ
て
い
る
人
が
66.5
％
に
上
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
、
10
年
前
の
調
査
よ
り
25.2
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
て

い
る
。
電
子
メ
ー
ル
や
携
帯
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常
的
に
な
っ
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で
あ
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。
そ
し
て
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手
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書
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じ
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％
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直
接
人
と 

会
っ
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話
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こ
と
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倒
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さ
い
」
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感
じ
て
い
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人
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％
も

い
る
こ
と
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考
え
れ
ば
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こ
れ
は
単
な
る
心
配
事
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済
ま
さ
れ
な
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問
題
で
あ
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。
文
化
庁
は
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こ
う
し
た
傾
向
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さ
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に
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が
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こ
と
が
確
実
で
、
子
ど
も
が
日
本
語
能
力
を
身
に
つ
け
る
上
で
深

刻
な
課
題
だ
」
（
読
売
の
記
事
参
照
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １０/２３日（火）19：00～20：00 

☆お気軽にお声かけください☆ 

良寛堂の建立 90 周年を記念し、中央公民館講堂にて、「良寛堂建

立 90周年記念写真・絵画展」が 9 月 9 日（日）から 17 日（月）ま

で開催されました。良寛の持仏である枕地蔵をはじめ、佐藤耐雪・

相馬御風・権田雷斧などの良寛堂建立に尽力された方々の作品や、

良寛をテーマとした絵画・版画、写真などを展示し、町内外から多

くの方々が来場されました。 
また良寛堂が建立されて 90 年を迎え

る 9 月 16 日（日）には、町民体育館に

て「良寛堂建立 90周年記念式典」を開催

し、全国良寛会参与の反町タカ子氏と良

寛研究家の小島正芳氏のお二方から記念

講演をいただきました。また、東京学館

新潟高等学校書道部による良寛の詩をテ

ーマとした書道パフォーマンスが行わ

れ、多くの方が観覧に訪れ、90 年の節目

を祝いました。 

 ９月 16 日(日)に開催され

た「栃尾謙信公祭第 33 回小

学生柔道大会」において、出

雲崎町柔道教室の中村桜介

君(出小２年)が、２年生以下

の部で第二位となりました。 
 今後、益々の活躍を楽しみ

にしています。 

 10 月２日(火)、さ

わやかスポーツ教

室では、ウォーキン

グに出掛けました。 
 町民体育館を出

発し、下小竹→上中 
条→沢田の約５㎞を歩きました。参加者たちは「じっ

くり町内を歩くのもいいね。」と楽しんでいました。 

日 時 11 月 7 日～3月 13 日 
    毎週水曜日 全 18 回 
    19：00～20：30 
対 象 町内在住の方 
場 所 町民体育館ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 
講 師 山本 潤 様 
申込み 詳細は本日配布の案内

をご覧ください。 

日 時 10 月 24日～12月 12 日 
    毎週水曜日 全８回 
    19：00～21：00 
対 象 出雲崎小学校児童 
場 所 町民体育館 
講 師 出雲崎町ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ同好

会 
申込み 詳細は既配布済みの案

内をご覧ください。 

日 時 10 月 31 日(水)19 時 
対 象 町内在住の方 
場 所 町民体育館 
内 容 握力・上体起こし、 
    長座体前屈、反復横

跳び、立幅跳び、等 
申込み ご希望の方は町民体

育館まで 

※お問合せ・お申込みは町民体育館(℡78-4700)までお願いします。 




